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春
な
の
に
肌
寒
い
日
が
続
い
て
い

た
４
月
。よ
う
や
く
タ
ケ
ノ
コ
が
顔
を

の
ぞ
か
せ
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。以
前

か
ら
お
腹
回
り
の
ぜ
い
肉
が
付
き
は

じ
め
、運
動
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と

決
め
て
は
実
行
で
き
ず
、こ
れ
が
メ
タ

ボ
の
は
じ
ま
り
と
痛
感
す
る
日
々
が

続
い
て
い
ま
す
。 

　
何
と
か
し
な
い
と
…
今
は
元
気
に

動
け
て
も
、将
来
の
自
分
を
悲
観
し
て

し
ま
い
ま
す
。明
日
の
自
分
が
元
気
で

あ
る
た
め
に
、
ま
ず
は
、
小
鳥
の
さ
え

ず
り
が
聞
こ
え
る
朝
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
か
ら
…
／
輝
 

つ
ぶ
や
き 

人口・世帯数 

男　　   29,774人 （－154） 

女　　   31,818人   （－95） 

計　　   61,592人 （－249） 

世帯数　22,141世帯（－19） 

（4月1日現在・（ ）内は前月比） 

kyotangojin

ひと・人・ヒト 

心
優
し
い
護
り
主 

今月号から、市内の地域の「ひと」を紹介します。 

京 
丹後 
人 

1
櫻井 祐策 さん（25歳） 

禰宜…宮司を補佐する位 

3月 28日の初午祭では、禰宜として、宮司とと
もに地域の安全や無病息災などを祈願（左・櫻
井令子宮司、右・祐策さん）　（19ページに関連記事） 

丹後町宮 

さくらい　   ゆうさく 

　
今
年
の
４
月
、
竹
野
神
社
（
丹
後
町
宮
）
の

「
禰
宜
」と
し
て
和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町
か
ら

帰
郷
し
た
櫻
井
祐
策
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　 　 

 

祐
策
さ
ん
は
丹
後
町
宮
で
生
ま
れ
、峰
山
高

等
学
校
を
卒
業
。皇
學
館
大
学（
三
重
県
伊
勢

市
）で
神
学
を
学
び
卒
業
後
は
、和
歌
山
県
の

那
智
勝
浦
町
の「
熊
野
那
智
大
社
」で
神
職
に

奉
仕
さ
れ
、
祈
祷
や
祭
事
な
ど
の
経
験
を
積

み
ま
し
た
。 

　「
昨
年
祖
母
が
他
界
し
、母
一
人
で
の
神
社

の
管
理
は
た
い
へ
ん
だ
と
思
っ
た
。
い
ろ
い

ろ
な
不
安
は
あ
る
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
丹
後

へ
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
決
心
し
た
」
と
帰
郷

の
き
っ
か
け
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
現
在
、
竹
野
神
社
の
櫻
井
令
子
宮
司
を
支

え
る
傍
ら
、道
の
駅
て
ん
き
て
ん
き
丹
後（
丹

後
町
竹
野
）で
、市
の
臨
時
職
員
と
し
て
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。 

　
祐
策
さ
ん
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

で
、
高
校
時
代
に
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
キ
ャ
プ

テ
ン
を
務
め
、和
歌
山
で
は
、フ
ッ
ト
サ
ル
チ

ー
ム
を
つ
く
る
な
ど
活
発
に
活
動
し
て
い
ま

し
た
。 

　
「
地
域
に
慣
れ
る
ま
で
は
た
い
へ
ん
で
す

が
、地
元
の
皆
さ
ま
に
助
け
て
い
た
だ
き
、ご

指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
を

担
う
竹
野
神
社
に

な
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。
那
智

大
社
は
常
に
人
が

来
て
い
た
が
、
竹

野
神
社
は
違
う
。

ま
ず
は
、
地
域
の

人
に
竹
野
神
社
を

知
っ
て
も
ら
い
、

人
が
集
ま
る
神
社

に
し
て
い
き
た
い
」

と
祐
策
さ
ん
は
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

ね 
 

ぎ 

特集 

き
と
う 

こ
う
が
っ
か
ん 

た
か
の 
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これまで い　　ま これから 

閉校式典の後行われた「惜別の会」で、構成詩を披露する児童。一人ひとりが、
それぞれの思いを胸に、力強く発表した 

廊
下
に
並
べ
ら
れ
た
歴
代
の
卒
業
写
真
や
卒
業
記
念
作

品
な
ど
を
手
に
取
り
、
懐
か
し
む
姿
も 

          

　 　 　 

 

　
市
立
竹
野
小
学
校
の
閉
校
式
が
、３
月
27

日
、「
み
ん
な
で
す
ば
ら
し
い
思
い
出
づ
く

り
を
！
」と
手
作
り
の
横
断
幕
が
掲
げ
ら
れ

た
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
に
は
、
児
童
の
ほ
か
、
保
護
者
や
卒

業
生
、
地
域
の
か
た
、
歴
代
の
教
職
員
が
出

席
。中
山
市
長
は
式
辞
の
中
で
、「
こ
の
校
舎

で
皆
さ
ん
が
学
ん
だ
り
、遊
ん
だ
り
し
た
こ

と
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、そ
の
思
い

出
を
胸
に
刻
む
と
と
も
に
、多
く
の
先
輩
た

ち
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
と
伝
統
を
常

に
自
分
の
自
信
と
誇
り
に
し
、４
月
か
ら
は
、

間
人
小
学
校
へ
元
気
よ
く
通
っ
て
く
だ
さ

い
」と
児
童
を
激
励
。さ
ら
に
、学
校
再
配
置

の
取
り
組
み
に
対
す
る
関
係
者
の
理
解
と

尽
力
に
深
い
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、「
地

域
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、愛
惜
の

念
も
深
い
も
の
が
あ
る
と
拝
察
し
ま
す
が
、

今
後
も
引
き
続
き
こ
の
尊
い
場
が
地
域
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
生
か
さ
れ
続
け
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
」
と
述
べ

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
増
田
秀
生
校
長
は
、
時
折
、
涙
で

言
葉
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
、「
自
然
と
歴
史

に
包
ま
れ
た
竹
野
小
学
校
が
消
え
て
い
く

の
は
本
当
に
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
保
護

者
や
地
域
の
か
た
が
た
の
『
子
ど
も
た
ち

の
た
め
な
ら
』と
い
う
思
い
を
大
切
に
し
て
、

今
日
が
竹
野
小
学
校
に
と
っ
て
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と
考
え
、

間
人
小
学
校
で
の
が
ん
ば
り
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
、
児
童
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。 

　
こ
の
後
、
同
校
で
た
だ
一
人
の
卒
業
生
・

中
山
開
斗
く
ん
（
丹
後
町
竹
野
）
が
、
上
羽

敏
夫
教
育
委
員
長
に
校
旗
を
返
納
。
出
席

者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、１
３
６
年
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

　
式
典
に
続
き
、「
竹
野
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」（
尾
瀬
崇
会
長
）
主
催
に
よ
る
「
惜

別
の
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
閉
校
式
を

素
晴
ら
し
い
も
の
に
」
と
約
半
年
前
か
ら

企
画
を
練
り
上
げ
て
き
た
も
の
で
、
峰
山

町
を
拠
点
に
市
内
外
で
活
動
を
し
て
い
る

今月号の表紙 
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P16

市立竹野小学校 136年の歴史に幕 

市政トピックス 

フォトグラフ 

まちのわだい 

連載　KTRの過去と現在と未来（第２回） 

京都府のひろば 

21年度総合検診結果から Part2

情報ファイル 

京丹後人１ 

「ドクターヘリ」運航開始／京丹後市消防団任命
辞令交付式／京丹後市製茶工場完成　ほか 

京丹後市水洗化計画見直し／第2次京丹後市
行財政改革推進計画策定／「後期高齢者医療
制度」保険料改定　ほか 

「ちりめん祭に1万5,000人」 

マルハンカップ少年野球大会／御旅市場で「長
生きおむすび」／木村次郎右衞門さん113歳に 

KTRを取り巻く環境変化『急増する高齢者』 

京丹後市の文化財50／京都府丹後文化会館イ
ンフォメーション／図書館だより／市職員配置 

 

櫻井 祐策さん（丹後町宮） 
 

特集 

みんなの広場 

特集 特集 

市立竹野小学校 市立竹野小学校 

「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
な
ら
」 

　
　
　
と
い
う
思
い
を
大
切
に
し
て 

目　次 

 

平
成
22
年
３
月
31
日
、
市
立
竹
野
小
学
校
は
、
1
3
6
年
の
永

い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
市
立
間
人
小
学
校
に
統
合
さ
れ
ま
し

た
。「
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
と
っ
て
望
ま
し
い
教
育
環

境
を
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
基
に
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
末
で
の

選
択
で
し
た
。 

た
か
の 

た
い
ざ 

市政guide
ガイド 

index

　総勢56人で１本の

巨大巻き寿司を巻く、

「京丹後ちりめん祭」

の名物イベント「ジャ

ンボ巻き寿司」づくり。長さは25メートル。

上妻智也くん（小２・網野町浅茂川）親子が

挑戦し、楽しいひとときを過ごしました。 

　巻き寿司は、このあと来場者に振る舞わ

れました。（16・17ページに関連記事） 

136年の歴史に幕 136年の歴史に幕 136年の歴史に幕 
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笑顔で「おはよう」。間人小学校で新たなスタートを切った竹野地域の
児童。同校までの道のり（最長で片道約９キロメートル）を、通学バス
で登下校する。同地域の児童は27人で、全校児童数は155人となった 
（4月20日・間人小学校前） 

中山　開斗くん 
  （丹後町竹野） 

 

明
治 

　
７
年 

 

　
９
年 

 

　
10
年 

 

　
39
年 

  

　
42
年 

昭
和 

　
11
年 

　
16
年 

 

　
22
年 

　
30
年 

 

　
50
年 

 

　
53
年 

　
54
年 

　
59
年 

  

平
成 

　
16
年 

  

　
21
年 

   

　
22
年 

 

　 　 

 

 

竹
野
小
学
校
、
養
国
寺
を
借
り
受

け
開
校 

京
都
府
竹
野
郡
竹
野
尋
常
小
学
校

に
改
称 

竹
野
村
字
小
坂
の
下
に
新
校
舎
を

新
築 

修
養
年
限
３
年
の
高
等
科
を
併
設

し
、
竹
野
尋
常
高
等
小
学
校
に
改

称 新
校
舎
竣
工（
落
成
式
４
月
１
日
） 

 

新
校
舎
落
成
、
校
歌
制
定 

此
代
尋
常
小
学
校
と
合
併
し
、
竹

野
国
民
学
校
に
改
称 

竹
野
村
立
竹
野
小
学
校
に
改
称 

町
村
合
併
に
よ
り
、
丹
後
町
立
竹

野
小
学
校
に
改
称 

学
校
統
合
に
よ
り
、
此
代
分
校
が

宇
川
小
学
校
に
統
合 

校
舎
改
築 

新
校
舎
竣
工（
２
月
13
日
） 

校
区
変
更
に
よ
り
、
此
代
区
が
宇

川
小
学
校
区
か
ら
竹
野
小
学
校
区

に
統
合 

 

丹
後
６
町
の
合
併
に
よ
る
京
丹
後

市
の
誕
生
に
伴
い
、
京
丹
後
市
立

竹
野
小
学
校
に
改
称 

京
丹
後
市
立
学
校
条
例
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
平
成
22
年
４
月
１
日

か
ら
市
立
間
人
小
学
校
と
の
統
合

が
決
ま
る（
10
月
８
日
） 

３
月
27
日
、
閉
校
式（
式
典
お
よ
び

惜
別
の
会
）を
挙
行 

３
月
31
日
、
１
３
６
年
続
い
た
本

校
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る 

「この６年間をふりかえって」 
 

　竹野小学校は今年で

閉校します。 

　ぼくは、竹野小学校最

後の卒業生です。 

　１年に入学した時は、

たった一人の１年生で

した。でも、休み時間に

は上級生が教室に来て

くれて遊んでくれまし

た。 

　２年生と３年生は複式学級でした。人数も増えて楽しくな

り、グループに分かれて算数をしたこともありました。 

　４年生では、間人小学校の人といっしょに峰山クリーンセ

ンターの見学で交流したこともあります。学習発表会では、

長い落語を一ヶ月以上かかって覚えました。座布団の上にす

わって発表し、大きなはく手をもらってうれしかったことを

覚えています。 

　５・６年生でまた複式にもどりました。初めて副会長になり、

高学年の仲間に入りました。運動会、大なわ大会で前に立つ

場面が出てきました。でも、まだ５年生のぼくは、６年生や先

生にたよってばかりでした。 

　いよいよ６年生になった時、最高学年という喜びがわいて

きました。６年生は一人だけれど、教室は５年生といっしょ

でした。教室のまん中に仕切りを立てていたので、５年生の

勉強が気になりましたが６月からは仕切りをしなくても落

ち着いてできるようになりました。５年生の声が聞こえても

集中できるようになってきました。児童会の会長としては、

始業式で新しい先生をむかえるためのあいさつをしたり、入

学式で１年生に「入学おめでとう」のあいさつをしたりしま

した。ぼくにとっては初めての経験でした。 

　また、全校みんなが仲のよい楽しい学校になるようにいい

ところみつけや全校遊びを考えてきました。５年生と力を合

わせて相談できたので、学級も一つにまとまってきたと思い

ます。 

　ぼくは、６年生になってから勉強や話し合いの中で、自分

の思っていることが言えるようになりました。それに、注意

もできるようになったと思います。５年生の時はなかなか出

せなかったけれど、今は言えるようになってうれしいです。 

　ぼくは、４月になったら間人中学校へ入学します。たくさ

んの友だちを作りたいと思っています。協力しクラブ活動や

勉強をがんばりたいです。時には思い通りにならないことも

あると思いますが、これまで竹野小学校でつけてきた力を生

かしたいです。 

　この６年間、竹野小学校で勉強してきて、上級生も下級生

もいっしょに遊んだり自分のできないことは協力しあった

りしてきたことが心に残っています。 

　児童会の委員会やクラブ活動で教えてもらったこともた

くさんあるし、６年生になってリーダーとしてがんばること

もできました。これからの中学校生活でも、友だちと力を合

わせることを大事にしていきたいです。 

（平成２１年度竹野小学校児童文集「たかの」－第３６号（最終号）－から） 

「
飛
龍
天
衆
」
に
よ
る
壮
大
な
和
太
鼓
演
奏

の
ほ
か
、卒
業
生
が
思
い
出
を
語
る
場
面
も
。

ま
た
、「
竹
野
小
学
校
１
３
６
年
の
歴
史
よ
、

あ
り
が
と
う
、
さ
よ
う
な
ら
」
と
題
し
た
構

成
詩
で
は
、
25
人
の
全
校
児
童
が
、
同
校
の

歴
史
を
つ
づ
っ
た
映
像
を
背
景
に
思
い
出

を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
交
流
学
習
な
ど
を

通
じ
て
友
達
も
で
き
、
少
し
ず
つ
不
安
も

な
く
な
り
、
楽
し
み
な
気
持
ち
が
増
え
て

き
た
」「
大
勢
の
中
で
仲
良
く
や
れ
る
か
な

あ
。
友
達
い
っ
ぱ
い
で
き
る
か
な
あ
」
と
発

表
。
最
後
に
「
竹
野
小
の
伝
統
と
歴
史
を
胸

に
刻
み
、
誇
り
を
持
っ
て
成
長
し
ま
す
。
竹

野
小
学
校
、
あ
り
が
と
う
。
さ
よ
う
な
ら
」

と
声
を
そ
ろ
え
、
力
強
く
発
表
す
る
と
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

　
同
校
の
廊
下
に
は
、
歴
代
の
卒
業
ア
ル

バ
ム
や
卒
業
記
念
作
品
な
ど
が
所
狭
し
と

並
べ
ら
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
胸
に
、
母
校
へ
別
れ
を
告
げ
て

い
ま
し
た
。 

  

　 　 　 　 　
同
校
は
、
明
治
７
年
、「
養
国
寺
」
を
借
り

受
け
開
校
。
以
来
、
明
治
９
年
に
は
京
都
府

竹
野
郡
竹
野
尋
常
小
学
校
、
明
治
39
年
に

は
竹
野
尋
常
高
等
小
学
校
、
昭
和
16
年
に

は
竹
野
国
民
学
校
、
昭
和
22
年
に
は
竹
野

村
立
竹
野
小
学
校
、
昭
和
30
年
に
は
丹
後

町
立
竹
野
小
学
校
へ
と
名
称
を
変
え
、
平

成
16
年
４
月
１
日
か
ら
は
京
丹
後
市
立
竹

野
小
学
校
と
し
て
歩
み
、１
３
６
年
と
い
う

永
い
歴
史
の
中
で
、２
千
６
０
０
人
を
超
え

る
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、
昭
和
52
年
に
は
「
学
校
安
全
努

力
校
」
と
し
て
京
都
府
教
育
委
員
会
表
彰
、

昭
和
56
年
に
は
「
学
校
安
全
研
究
校
」
と
し

て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
賞
。
ま
た
、
昭
和
62

年
に
は
、
京
都
府
教
育
委
員
会
の
「
算
数
科

研
究
教
育
実
践
校
」
、
平
成
７
年
に
は
文
部

省
（
現
・
文
部
科
学
省
）
の
「
ふ
る
さ
と
交
流

学
習
促
進
事
業
」
に
指
定

さ
れ
る
な
ど
、
輝
か
し
い

歴
史
と
伝
統
を
、
保
護
者

や
地
域
と
と
も
に
築
い
て

き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
他
方
で
、
急
速

な
過
疎
・
少
子
化
の
波
に

の
み
込
ま
れ
、
児
童
数
は

減
少
の
一
途
を
た
ど
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和

21
年
度
に
は
２
５
４
人
が

在
籍
し
て
い
た
も
の
の
、

昭
和
48
年
度
に
は
１
０
０

人
を
切
り
、
平
成
21
年
度

は
25
人（
５
・
６
年
生
は
複

式
学
級
）に
。平
成
24
年
度

に
は
、
複
数
の
学
年
が
複

式
学
級
と
な
る
見
通
し
と

な
り
ま
し
た
。 

　
児
童
数
の
減
少
は
、
同

校
の
み
な
ら
ず
、
市
内
の

多
く
の
小
・
中
学
校
で
も
同
じ
よ
う
な
状

況
で
あ
り
、
市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
19
年

７
月
、「
学
校
再
配
置
検
討
委
員
会
」
と
「
検

討
分
科
会
」
を
設
置
。
京
丹
後
市
学
校
再
配

置
計
画
の
検
討
に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。 

　 　 　
　 

　 

 

　
各
町
域
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
検
討
分
科

会
で
は
、「
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
と

っ
て
望
ま
し
い
教
育
環
境
を
」
と
、
保
護
者

の
視
点
に
立
っ
て
、延
べ
50
回
に
及
ぶ
検
討

が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
検
討
委
員
会

は
10
回
開
催
さ
れ
、
各
検
討
分
科
会
の
報

告
を
尊
重
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
数
の
今

後
の
動
向
、
小
・
中
学
校
の
教
育
内
容
や
教

育
活
動
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、
さ
ら
に
は
立

地
上
の
環
境
な
ど
の
諸
条
件
や
耐
震
基
準

な
ど
か
ら
み
た
施
設
整
備
な
ど
の
諸
問
題

を
踏
ま
え
、全
市
的
な
視
野
に
立
っ
て
検
討
。

平
成
20
年
11
月
21
日
、「
今
後
お
お
む
ね
10

年
間
に
お
け
る
小
・
中
学
校
の
再
配
置
計

画
に
つ
い
て
」
の
検
討
結
果
を
、
市
教
育
委

員
会
に
答
申
し
ま
し
た
。 

　
市
と
市
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
答
申
を

基
に
、
財
政
的
見
地
や
耐
震
化
計
画
、
市
議

会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
市
民

の
意
見
を
反
映
し
た
「
学
校
再
配
置
計
画
」

（
素
案
）を
作
成
し
ま
し
た
。 

　
素
案
で
は
、「
竹
野
小
学
校
を
平
成
22
年

４
月
に
間
人
小
学
校
に
統
合
す
る
方
向
」

と
し
、
昨
年
７
月
、
竹
野
地
域
で
説
明
会
を

開
催
。
出
席
し
た
保
護
者
や
地
域
の
か
た

か
ら
は
、「
新
し
い
学
校
で
子
ど
も
た
ち
が

う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
の
か
心
配
」
と
い

う
声
の
一
方
、「
複
式
学
級
を
早
急
に
解
消

す
べ
き
」「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
な
ら
統
合

も
や
む
を
得
な
い
」
と
い
う
意
見
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
統
合
を

決
議
。
各
集
落
で
の
市
と
市
教
育
委
員
会

に
よ
る
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
９
月

の
定
例
市
議
会
で
、
平
成
22
年
４
月
に
同

小
学
校
を
間
人
小
学
校
へ
統
合
す
る
「
京

丹
後
市
立
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
統
合
決
定
後
、
児
童
や
保
護
者
、
地
域
の

か
た
が
一
緒
に
な
っ
て
、
キ
ャ
ン
プ
の
開

催
や
人
文
字
校
章
の
航
空
撮
影
、「
丹
後
吹

奏
楽
団
」（
松
本
経
一
団
長
）を
招
い
て
の「
思

い
出
づ
く
り
演
奏
会
」
な
ど
数
多
く
の
行

事
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
両
校
で
は
、

社
会
見
学
会
や
合
同
給
食
、
全
校
遊
び
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
学
習
や
交
流
事
業
を

実
施
。数
々
の
思
い
出
を
残
し
ま
し
た
。 

 

　
　 

　 　 　 　
こ
れ
ま
で
の
地
域
で
の
説
明
会
で
は
、

残
さ
れ
た
校
舎
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
も

多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。 

　「
竹
野
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」で
は
、

「
跡
地
利
用
検
討
部
会
」
を
組
織
し
、
旧
・
蒲

井
分
校
（
久
美
浜
町
・「
風
蘭
の
館
」
と
し
て

活
用
）
、
旧
・
木
津
小
学
校
（
網
野
町
・「
郷
土

資
料
館
」
と
し
て
活
用
）
な
ど
の
現
状
を
調

査
す
る
な
ど
、
地
域
づ
く
り
の
新
た
な
拠

点
と
し
て
の
活
用
策
を
模
索
し
て
い
ま
す
。 

 

輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
も
、 

　
　
　
　
　
急
速
な
少
子
化
の
波
に 

不
安
と
希
望
… 

　
　
　
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
選
択 

特　集 

校
舎
跡
地
の
有
効
活
用 

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
協
で
模
索 

竹
野
小
学
校
の
歩
み（
概
要
） 
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運航開始に先立ち、4月7日、「峰山途中ヶ丘公園」で実施された運用
訓練の様子。小雨の中、要請手順や無線の受信範囲などが確認された 

　離着陸場は、原則としてあらかじめ指定された公園、小・中学

校グラウンド（市内30カ所）とされています。へリの離発着時に

は、消防本部が誘導を行い、安全を確保します。安全のため決し

て近づかないようにお願いします。 

　離着陸場周辺では、騒音や砂ぼこりなど、ご迷惑をお掛けし

ますが、ご理解とご協力をお願いします。 

出動要請から約15分で市内に到着 

「ドクターヘリ」日本海側初の運航開始 

　
２
年
に
一
度
の
改
選
期
と
な
る
本
年
度
の
消
防
団
任
命
辞
令
交
付
式
が
、
4
月

4
日
、ア
ミ
テ
ィ
丹
後（
網
野
町
網
野
）で
行
わ
れ
、1
8
5
人
の
新
入
団
員
を
迎
え

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
羽
賀
義
昌
団
長
の
も
と
1
7
5
6
人
の
消
防
団

員
が
消
防
防
災
活
動
に
当
た
り
ま
す
。 

　わたしたちが一番に考えなければならないことは、家族の安全・安心で

あり、地域の安全・安心であります。 

　式の進行で皆さんが目にした敬礼などの規律は、皆さんの体と命を守る

ためにあります。わたしたちは、大切な家族や地域を守るという崇高な使

命のもと活動をしています。まずその前に自分の安全を守ること、これが

一番大切なことです。そのために規律があります。まず健康な体をもって、

しっかりとしたきずなをもち、規律を守り、先輩たちの教えを守って活動

に汗してほしいと思います。 

地
域
防
災
の
要
・
新
た
に
1
8
5
人
が
入
団
 

京
丹
後
市
消
防
団
任
命
辞
令
交
付
式
 

羽
賀
義
昌
団
長
の
訓
示
 

規律は自分の身を守るもの 

消防 

（
本
部
付
分
団
長
以
上
・
敬
称
略
） 

医療 

　
式
で
は
、
羽
賀
団
長
か
ら
指
導
員

以
上
の
役
員
1
0
5
人
と
新
入
団

員
1
8
5
人
に
辞
令
が
交
付
さ
れ

た
後
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て
岩
木

雄
三
さ
ん（
丹
後
第
一
分
団
第
二
部
）

が
「
忠
実
に
消
防
の
義
務
を
遂
行
す

る
こ
と
を
厳
粛
に
誓
い
ま
す
」
と
力

強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
退
団
者
1
9
0
人
を
代
表

し
て
、
29
年
間
、
地
域
の
消
防
防
災

に
尽
力
さ
れ
た
前
副
団
長
の
安
田

伸
幸
さ
ん
（
峰
山
町
）
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
消
防
団
員
に
対
し
中
山

市
長
が
「
消
防
団
の
皆
さ
ん
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
昼
夜
を
問
わ
ず
、
ご
家

族
や
職
場
の
皆
さ
ん
の
負
担
も
あ

る
中
で
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
た
め
献
身
的
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、操
法
競
技
大
会
の
年
で
す
。

訓
練
や
大
会
を
通
じ
て
消
防
団
の

士
気
を
高
め
、
規
律
を
通
し
て
団
員
同
士

の
き
ず
な
を
よ
り
一
層
深
め
、
ま
た
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
が
高
ま
り
ま
す
よ

う
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
者
か
ら
も
、
感
謝
と
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

団
　
長
　
羽
賀
　
義
昌
（
弥
栄
町
野
中
） 

　
　
　
　
荻
野
　
正
昭
（
峰
山
町
荒
山
） 

　
　
　
　
堀
　
　
紀
博
（
大
宮
町
周
枳
） 

　
　
　
　
吉
岡
　
和
弘
（
網
野
町
網
野
） 

　
　
　
　
道
家
　
徹
司
（
丹
後
町
岩
木
） 

　
　
　
　
久
江
　
康
幸
（
弥
栄
町
須
川
） 

　
　
　
　
西
角
　
宣
政
（
久
美
浜
町
海
士
） 

　
　
　
　
北
村
　
浩
明
（
峰
山
町
新
治
） 

　
　
　
　
小
谷
　
義
隆
（
大
宮
町
三
重
） 

　
　
　
　
松
本
　
栄
作
（
網
野
町
下
岡
） 

　
　
　
　
井
上
　
靖
　
（
丹
後
町
平
） 

　
　
　
　
吉
岡
　
直
昭
（
弥
栄
町
溝
谷
） 

　
　
　
　
小
國
　
徳
人
（
久
美
浜
町
佐
野
） 

アミティ丹後で辞令を受け起立する新入団員 

本
部
付 

　
　
分
団
長 

本
部
付 

　
　
分
団
長 

本
部
付 

　
　
分
団
長 

本
部
付 

　
　
分
団
長 

本
部
付 

　
　
分
団
長 

本
部
付 

　
　
分
団
長 

副
団
長 

副
団
長 

副
団
長 

副
団
長 

副
団
長 

副
団
長 

　医師と看護師が専用ヘリコプターに乗り込み、現場で治療を行う「ドクター

ヘリ」。待望の運航が、4月17日から開始されました。全国では22カ所目、日本

海側では初の運航となりま海側では初の運航となります。す。救急搬送時間が大幅に短縮されるなど救急医救急搬送時間が大幅に短縮されるなど救急医

療体制の充実に向け、市民から大きな期待が寄せられています。 

　医師と看護師が専用ヘリコプターに乗り込み、現場で治療を行う「ドクター

ヘリ」。待望の運航が、4月17日から開始されました。全国では22カ所目、日本

海側では初の運航となります。救急搬送時間が大幅に短縮されるなど救急医

療体制の充実に向け、市民から大きな期待が寄せられています。 

新
役
員
の
皆
さ
ん
 

 

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
は
、傷

病
者
の
救
命
率
の
向
上
と
後
遺

症
の
軽
減
な
ど
を
図
る
こ
と
が

目
的
。
公
立
豊
岡
病
院
（
但
馬
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
）を
基
地
病
院

と
し
て
、京
都
府
、兵
庫
県
、鳥
取

県
の
三
府
県
が
共
同
で
運
航
す

る
も
の
で
す
。 

　
運
航
範
囲
は
、
原
則
と
し
て
、

豊
岡
病
院
か
ら
半
径
50
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
圏
内
で
、京
丹
後
市
内
全

域
を
カ
バ
ー
。出
動
要
請
か
ら
約

15
分
で
本
市
内
に
到
着
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。出
動
待
機
時
間

は
、毎
日
朝
８
時
30
分
か
ら
日
没

30
分
前
ま
で
で
す
。 

　
出
動
要
請
は
、1
1
9
番
通
報

の
受
信
ま
た
は
救
急
隊
員
が
到

着
し
た
時
点
で
、傷
病
者
の
様
態

に
応
じ
て
市
消
防
本
部
が
行
い

ま
す
。ヘ
リ
に
搭
乗
す
る
医
師
ら

は
、医
療
機
関
と
連
絡
を
取
り
な

が
ら
現
場
に
駆
け
つ
け
、傷
病
者

の
応
急
処
置
を
行
い
ま
す
。患
者

は
豊
岡
病
院
や
府
立
与
謝
の
海

病
院
（
与
謝
野
町
）
な
ど
の
医
療

機
関
に
搬
送
さ
れ
ま
す
。 

　
搬
送
費
用
に
対
す
る
患
者
の

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、救
急
現

場
な
ど
で
の
治
療
に
伴
う
医
療

費
な
ど
保
険
診
療
に
か
か
る
費

用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。 

10分 20分 15分 

豊岡病院 
与謝の海病院 

ドクターヘリ到着時間の目安 

離着陸時のお願い 
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交通安全の啓発・指導および交通事故防止に取り組む 
指導員の皆さん（前列左から3人目が戸出会長） 

今回支援員に委嘱された皆さん 
（左から、田中朝子さん、吉本宏雄さん、池谷紀子さん。 
松村文雄さんと井上正治さんは欠席） 

「京丹後市製茶株式会社」の銘盤を掲げる生産農家の 
皆さん 

  　
小
規
模
集
落
の
状
況
を
把
握
し
、集
落
の

運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
水
と
緑
の
里
づ
く

り
支
援
員
」の
委
嘱
式
が
、４
月
２
日
、峰
山

庁
舎
で
行
わ
れ
、昨
年
か
ら
活
躍
中
の
４
人

に
新
た
に
１
人
を
加
え
た
計
5
人
に
、市
長

か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
、新
た
に
支
援
員
と
な
っ
た
田
中
朝

子
さ
ん
（
丹
後
町
平
・
写
真
左
）
は
「
地
域
の

か
た
と
の
交
流
を
通
じ
て
地
域
の
お
手
伝

い
が
で
き
た
ら
」と
活
動
へ
の
意
気
込
み
を

話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
支
援
員
の
皆
さ
ん
に
は
、地
元
区
長
と
相

談
し
な
が
ら
、集
落
独
自
の
課
題
へ
の
対
応

や
さ
ま
ざ
ま
な
集
落
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
京
丹
後
産
「
宇
治
茶
」
の
本
格
的
な
収
穫

を
迎
え
た
４
月
16
日
、京
丹
後
市
製
茶
工
場

の
完
成
式
が
久
美
浜
町
永
留
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
製
茶
工
場
は
、
生
産
農
家
や
市
、
京
都
府

茶
生
産
組
合
な
ど
の
出
資
に
よ
る
京
丹
後

製
茶
株
式
会
社（
大
下
道
之
代
表
取
締
役
社

長
）が
建
設
し
、運
営
す
る
も
の
で
す
。総
事

業
費
は
約
4
億
2
0
0
0
万
円
。 

　
市
内
で
収
穫
し
た
茶
葉
を
荒
茶
と
し
て

一
次
加
工
し
、J
A
全
農
京
都
茶
市
場
へ
製

品
出
荷
し
ま
す
。 

　
現
在
、市
内
の
茶
園
面
積
は
、47
㌶
。新
た

な
基
幹
農
作
物
と
し
て
平
成
30
年
度
ま
で

に
1
0
0
㌶
の
植
栽
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　 

  

　
交
通
安
全
指
導
員
の
委
嘱
式
が
、
４
月

2
日
、
峰
山
庁
舎
で
行
わ
れ
、
12
人
の
か

た
に
委
嘱
通
知
書
が
市
長
か
ら
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。 

　
会
長
に
就
任
し
た
戸
出
司
朗
さ
ん
（
久

美
浜
町
新
谷
）
は
「
市
内
の
交
通
事
故
が

少
し
で
も
減
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
話
し
ま
し
た
。 

　
委
嘱
を
受
け
た
12
人
の
指
導
員
は
、
平

成
25
年
ま
で
の
任
期
中
、
市
内
で
の
交
通

事
故
の
防
止
を
図
り
、
市
内
の
交
通
の
安

全
を
保
持
す
る
た
め
の
活
動
を
行
い
ま
す
。 

　
民
生
児
童
委
員
な
ど
を
経
験
さ
れ
て
き

た
吉
岡
慶
子
さ
ん
（
網
野
町
浜
詰
）
が
、

４
月
５
日
、
峰
山
庁
舎
で
京
都
地
方
法
務

局
春
名
貴
英
京
丹
後
支
局
長
か
ら
人
権
擁

護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
任
期
は
3
年
。

現
在
、
全
国
に
は
、
約
１
万
4
千
人
の
委

員
が
市
町
村
に
配
置
さ
れ
講
演
会
や
研
修

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
人
権
擁
護
の
た
め

の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
京
丹
後
市
内
の
委
員
数
は
総
勢

24
人
。
主
に
、
毎
週
木
曜
日
の
人
権
相
談

や
法
律
・
人
権
・
行
政
合
同
相
談
、
人
権

の
花
運
動
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。 

水
と
緑
の
里
づ
く
り
支
援
員 

人
権
擁
護
委
員 

交
通
安
全
指
導
員 

　
異
文
化
に
触
れ
地
域
で
の
体
験
を
通
じ

交
流
を
深
め
る
目
的
で
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
社
会
奉
仕
団
体
）
か
ら

派
遣
さ
れ
た
５
人（
男
性
2
人
・
女
性
3
人
）

が
4
月
９
日
、京
丹
後
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
足
達
明
会
長
）
と
と
も
に
市
役
所
を
訪
問

し
ま
し
た
。 

　
派
遣
団
の
チ
ェ
リ
ー
・
レ
ボ
ラ
団
長
は「
よ

り
多
く
日
本
の
こ
と
を
学
び
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
持
ち
帰
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
団
員

に
は
、医
療
従
事
者
や
小
学
校
の
校
長
な
ど

を
務
め
て
い
ま
す
。 

　
レ
ボ
ラ
団
長
ら
一
行
は
、市
内
の
病
院
や

学
校
な
ど
を
訪
問
し
日
本
で
の
職
業
文
化

に
触
れ
ま
し
た
。 

　
交
通
事
故
防
止
と
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
る
「
全
国
春
の
交
通
安
全
運
動
」
が

始
ま
っ
た
4
月
６
日
、「
交
通
安
全
ス
タ
ー

ト
式
」が
、峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
峰
山

町
杉
谷
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、京
丹
後
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長
の
田
中
春
二
さ
ん
（
峰
山
町
五
箇
）

が「
安
全
で
快
適
な
高
齢
化
社
会
の
実
現
に

向
け
、
一
層
の
努
力
を
す
る
と
と
も
に
、
市

内
全
域
に
交
通
安
全
の
輪
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣
言
。
峰
山
保
育

所
の
園
児
た
ち
22
人
が
交
通
安
全
の
願
い

を
込
め
た
風
船
を
空
に
一
斉
に
放
ち
、ま
ち

の
交
通
安
全
を
願
い
ま
し
た
。 

　
N
P
O
法
人
地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

緑
の
協
力
隊
と
し
て
、1
年
間
本
市
へ
派
遣

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
角
山
育
羽
さ
ん（
新

潟
県
南
魚
沼
市
出
身
）が
、４
月
13
日
、市
役

所
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
角
山
さ
ん
は
、弥
栄
町
の
野
間
地
域
を
中

心
に
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
、
農
林
水
産

業
な
ど
の
分
野
で
幅
広
く
実
践
活
動
を
行

い
ま
す
。中
山
市
長
が「
一
年
間
、丹
後
で
有

意
義
に
楽
し
く
滞
在
し
て
く
だ
さ
い
」と
激

励
。「
丹
後
は
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
が
、実
家

に
帰
っ
て
き
た
よ
う
な
感
じ
。
ま
ず
は
、
地

域
の
か
た
と
親
し
く
な
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
た
い
」と
答
え
て
い
ま
し
た
。 

　
京
丹
後
市
防
犯
委
員
会（
森
岡
無
事
生
会

長
）
で
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
毎
月
15
日
を

「
京
丹
後
市
・
防
犯
の
日
」
と
定
め
、
第
１
回

目
と
な
る
４
月
15
日
、ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大

宮（
大
宮
町
口
大
野
）で
記
念
式
を
開
催
。京

丹
後
警
察
署
な
ど
関
係
者
約
2
2
0
人
が

参
加
し
防
犯
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、社
会
福
祉
法
人
は
し
う
ど
福
祉

会
の
蒲
田
淳
理
事
長
が「
地
域
の
防
犯
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」と
力

強
く
防
犯
宣
言
。大
宮
南
保
育
所
の
園
児
た

ち
に
よ
る
太
極
拳
の
踊
り
も
披
露
さ
れ
ま

し
た
。 

　
式
典
後
は
、パ
ト
カ
ー
と
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
約
30
台
が
、地
域
の
巡
回
に
出
発

し
ま
し
た
。 

一年間、市内のさまざまな取り組みをサポートします 

園児たちに見送られ、地域の巡回に向かうパトカー 

「交通安全」の願いを込めた風船を放つ峰山保育所の園児たち 

５人の交換生を交え、意見交換が行われました 

春名京丹後支局長（法務局）（左）から委嘱通知書を 
受け取る吉岡さん (右 ) 
 

交
通
事
故
防
止
に
12
人
が
活
躍 

小
規
模
集
落
を
５
人
が
サ
ポ
ー
ト 

人
権
擁
護
委
員
に
吉
岡
慶
子
さ
ん 

京
丹
後
市
製
茶
工
場
完
成 

茶
葉
を
新
た
な
基
幹
農
作
物
へ 

農政 

農政 

人権 

協働 

京
丹
後
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
派
遣
団
が
来
丹 

訪問 

交
通
安
全
ス
タ
ー
ト
式 

園
児
た
ち
の
願
い
を
込
め
て 

協働 

緑
の
協
力
隊
（
角
山
育
羽
さ
ん
・
21
歳
） 

南
魚
沼
か
ら
弥
栄
町
野
間
へ
一
役 

農政 

毎
月
15
日
は
「
防
犯
の
日
」 

防
犯
記
念
式
に
2
2
0
人
が
参
加 

防犯 
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対象者　　　　　　設置希望者 

浄化槽の設置者　　市 

設置の際の負担金　27万円（加入分担金） 

浄化槽の維持管理　市 

維持管理負担　　　使用料（水道メーターに基づいて算定） 

※ただし、浄化槽のブロアやポンプ設備の電気代、放流管
の20メートルを超える部分の設置費用は、個人負担です。 

対象者　　　　　　寄付希望者（既設置者） 

寄付の際の負担金　なし 

維持管理負担　　　使用料（水道メーターに基づいて算定） 

※ただし、浄化槽のブロアやポンプ設備の電気代は個人
負担です。 

▼
 

▼
 

浄化槽の整備 

浄化槽の寄付（市が維持管理します） 

　
市
は
、
市
域
の
早
期
水
洗
化
と
事
業
費
の
削
減
を
図
る
た
め
、
平
成
18
年
９
月
に
策
定
し
た
「
京
丹
後
市
水

洗
化
計
画
」
を
見
直
し
、
こ
の
ほ
ど
、
新
し
い
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
見
直
し
で
は
、事
業
で

多
額
の
費
用
や
長
い
事
業
期
間

が
か
か
る
「
集
合
処
理
区
域
」
の

う
ち
、
45
地
区
を
比
較
的
安
価
で

事
業
期
間
も
短
い「
個
別
処
理
区

域
」に
変
更
。こ
れ
で
、計
画
目
標

年
次
は
５
年
短
縮
し
32
年
度
に
、

総
事
業
費
は
１
３
２
億
円
縮
減

で
き
６
３
５
億
円
と
な
り
ま
す
。 

　
個
別
処
理
区
域
に
変
更
さ
れ

た
地
区
は
、市
が
設
置
す
る
浄
化

槽
に
よ
り
、早
期
に
水
洗
化
で
き

ま
す
。 

　
な
お
、網
野
町
下
岡
地
区
な
ど

一
部
地
域
は
、集
合
処
理
が
望
ま

し
い
も
の
の
目
標
年
次
ま
で
に

事
業
着
手
す
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
、「
当
面
個
別
処
理
区
域
」と

し
て
扱
い
、個
人
が
浄
化
槽
を
整

備
し
市
が
補
助
金
で
支
援
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

　
22
年
度
か
ら
は
新
し
い
水
洗

化
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
を
推

進
し
ま
す
が
、個
別
処
理
区
域
の

浄
化
槽
の
整
備
に
対
す
る
手
続

き
が
必
要
と
な
る
た
め
、計
画
は

７
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

赤線の範囲が、集合処理から個別処理に 
変更される区域です 

 

▼
市
職
員
の
地
域
担
当
制
の
検
討 

　
　
職
員
が
積
極
的
に
地
域
に
出
向
き
、地

域
づ
く
り
活
動
の
た
め
の
情
報
提
供
を

行
う
な
ど
の
地
域
支
援
を
検
討
し
ま
す
。 

  

▼
市
民
が
利
用
し
や
す
い
市
役
所
づ
く
り 

　
住
民
票
な
ど
の
交
付
を
電
話
で
予
約

し
、執
務
時
間
外
に
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
引
き
続
き
実
施

し
、利
用
し
や
す
い
市
役
所
を
目
指
し
ま

す
。 

  ▼
分
か
り
や
す
い
市
政
情
報
の
提
供 

　
市
民
の
市
政
参
加
を
進
め
る
た
め
、広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
な
ど
を
活
用
し
て
、積
極
的
に
分
か
り

や
す
く
市
政
情
報
を
提
供
し
ま
す
。 

  

▼
目
標
管
理
制
度
の
導
入 

　
　
す
べ
て
の
職
員
が
業
務
目
標
を
掲
げ
、

そ
の
目
標
に
達
し
た
か
を
上
司
が
判
断

す
る
人
事
評
価
制
度
を
段
階
的
に
実
施
。

人
材
育
成
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

  

▼
第
２
次
定
員
適
正
化
計
画
の
推
進 

　
最
小
限
の
職
員
数
で
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
職
員
数
の
適
正
化
を

進
め
ま
す
。 

（
目
標
…
27
年
４
月
１
日
時
点
の
職
員
数

７
１
７
人
。
21
年
４
月
１
日
と
比
較
し
78

人
減
） 

  

▼
行
政
評
価
制
度
の
充
実 

　
市
の
事
務
事
業
評
価
お
よ
び
施
策
評

価
を
充
実
し
、事
務
事
業
の
見
直
し
を
一

層
推
進
し
ま
す
。 

　
将
来
を
見
据
え
、
健
全
で
安
定
し

た
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
26

年
度
ま
で
の
目
標
と
し
て
、 

 

■
財
政
健
全
化
の
た
め
基
礎
的
な
財

政
規
模
の
目
途
を
２
８
０
億
円
程

度
に
す
る
（
20
年
度
決
算
は
２
９

９
億
円
） 

■
合
併
に
よ
り
特
例
措
置
と
し
て
加

算
さ
れ
た
普
通
交
付
税
が
減
額
す

る
こ
と
に
備
え
25
億
５
千
万
円
の

基
金
を
積
み
立
て
る 

 

な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

 

　
ま
た
、
計
63
の
項
目
に
わ
た
る
下

記
の
よ
う
な
「
主
な
取
り
組
み
」
を
全

庁
を
挙
げ
て
着
実
に
実
行
し
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
さ

ら
な
る
発
展
と
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
の
推
進
に
努
め
ま
す
。 

市
民
と
行
政
の
協
働
の
た
め
に 

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に 

地
域
自
治
活
動
へ
の
支
援
の
た
め
に 

人
材
育
成
の
充
実
の
た
め
に 

職
員
定
員
の
適
正
化
の
た
め
に 

事
務
事
業
の
見
直
し
の
た
め
に 

      

　
全
国
的
に
少
子
化
が
進
む
中
、
市
は
平

成
17
年
３
月
「
京
丹
後
市
次
世
代
育
成
支

援
対
策
行
動
計
画（
前
期
計
画
）」を
策
定
し
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
子
育
て
を
支

援
す
る
た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。 

　
こ
の
前
期
計
画
は
21
年
度
で
計
画
期
間

満
了
と
な
っ
た
た
め
、
同
後
期
計
画
（
推
進

期
間
・
22
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
５
年
間
）

を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
「
子
ど
も
が
生
ま
れ
育
つ
環
境
の
整
備
・

充
実
」の
た
め
に 

▼
家
庭
の
教
育
力
の
向
上 

▼
子
育
て
と
仕
事
の
調
和
の
実
現 

な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、「
子
ど
も
の
心
身

の
健
や
か
な
成
長
支
援
」
、「
子
育
て
の
相

談
支
援
体
制
の
整
備
・
充
実
」
な
ど
計
７
つ

の
施
策
目
標
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

　
今
後
は
、
こ
の
計
画
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
地
域
に
み
ん
な
の
笑
顔
と
笑
い
声
が

あ
ふ
れ
る
明
る
い
子
育
て
の
ま
ち
」
を
目

指
し
て
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

京
丹
後
市
水
洗
化
計
画
を
見
直
し
ま
す 

京
丹
後
市
水
洗
化
計
画
を
見
直
し
ま
す 

集
合
処
理
区
域
の
一
部
を 

　
　
個
別
処
理
区
域
に
変
更 

新
し
い
計
画
の
施
行
は 

　
　
　
今
年
度
７
月
１
日
か
ら 

事
業
期
間
を
５
年
短
縮
、コ
ス
ト
は
１
３
２
億
円
削
減 

事
業
期
間
を
５
年
短
縮
、コ
ス
ト
は
１
３
２
億
円
削
減 

個別処理区域の取り扱いは… 

H21までに整備済（予定）区域 
公共下水道 
特定環境保全公共下水道 
農業集落排水 
漁業集落排水 
市設置型浄化槽 
当面個別処理となる区域 

京丹後市水洗化計画　全体図 

第
２
次
京
丹
後
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
を
策
定 

第
２
次
京
丹
後
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
を
策
定 

　
市
は
、こ
の
ほ
ど「
第
２
次
京
丹
後
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」（
推
進
期
間
・
平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
５
年
間
）

を
策
定
し
ま
し
た
。こ
の
計
画
を
基
に
、「
市
民
と
と
も
に
進
め
る
地
域
経
営
」「
市
民
か
ら
み
た
行
政
満
足
度
の
向
上
」「
市

民
の
た
め
の
財
政
の
健
全
化
」を
目
指
し
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。 

全
庁
を
挙
げ
て
行
革
に
取
り
組
み
ま
す 

全
庁
を
挙
げ
て
行
革
に
取
り
組
み
ま
す 

推
進
計
画
の
目
標 

推
進
計
画
に
お
け
る
主
な
取
り
組
み（
一
部
抜
粋
） 

次
代
を
担
う 

　
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に 

次
代
を
担
う 

　
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に 

次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画 

次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画 

行
財
政
改
革
推
進
課 

　（
蕁
６
９-

０
０
５
０
） 

子
ど
も
未
来
課 

　（
蕁
６
９-

０
３
４
０
） 

下
水
道
整
備
課 

　（
蕁
６
９-

０
５
５
０
） 
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保険料（年額） 均等割額 

40,750円 

所得割額 
（所得－33万円） 

×7.97%

= +

均等割額　44,410円 
所得割額　8.68％ 

均等割額　39,520円 
所得割額　7.27％ 

世帯（被保険者全員と世帯主）の総所得額 保険料の軽減割合 

9割 

8.5割 

5割 

2割 

基礎控除額（33万円）以下で、被保険者全員に所得がない場合 

（年金収入だけの場合は80万円以下） 

基礎控除額（33万円）以下 

｛基礎控除額（33万円）＋24.5万円×被保険者数｝以下 

　（被保険者である世帯主を除く）  

｛基礎控除額（33万円）＋35万円×被保険者数｝以下 

平成22・23年度の保険料 

［参考］22・23年度の 

京都府内の均一保険料 

［参考］20・21年度の 

京丹後市の保険料 

〈限度額50万円〉 

※「公的年金等控除」を受けているかたは、所得額からさらに15万円控除されます。 

後期基本計画書には、７つの基本方針に基づく37の計画項目 
ごとに現況と課題、施策方針などを掲載 

　
平
成
20
年
４
月
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
誕
生
し
て
か
ら
、２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。こ
の

制
度
は
２
年
を
１
期
と
し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
22
年
度
か
ら
は
２
期
目
の
事
業
運
営
期
間
を
迎

え
ま
す
。そ
れ
に
伴
っ
て
、保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
は
、患

者
負
担
が
１
割
。患
者
負
担
分
を

除
い
た
医
療
費
は
、国
・
府
・
市
の

負
担
金
や
74
歳
以
下
の
か
た
か

ら
の
支
援
金
が
約
９
割
で
、残
り

の
１
割
に
後
期
高
齢
者
が
納
め

る
保
険
料
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
保
険
料
の
額
は
、均
等
割
額（
被

保
険
者
が
均
等
に
負
担
す
る
金
額
）

と
所
得
割
額（
被
保
険
者
の
所
得

に
応
じ
て
か
か
る
金
額
）の
合
計

額
で
す
。 

　
京
丹
後
市
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
、京
都
府
内
の
す
べ
て

の
市
町
村
が
加
入
す
る「
京
都
府

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」が

運
営
主
体
。
原
則
、
保
険
料
率
は

同
一
広
域
連
合
内
で
は
均
一
で

す
が
、京
丹
後
市
は
医
療
費
が
府

内
の
平
均
と
比
べ
て
20
㌫
以
上

も
低
い
た
め
、特
例
と
し
て
保
険

料
も
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
図
１
） 

   

　
世
帯（
被
保
険
者
全
員
と
世
帯

主
）
の
総
所
得
額
に
応
じ
て
、
均

等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
図
２
） 

　
ま
た
、総
所
得
額
が
91
万
円
以

下（
基
礎
控
除
33
万
円
を
差
し
引

い
た
額
が
58
万
円
以
下
）の
か
た

は
、所
得
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。 

   

　
こ
の
制
度
に
加
入
の
前
日
ま

で
会
社
の
健
康
保
険
や
協
会
け

ん
ぽ
、共
済
組
合
の
被
扶
養
者
だ

っ
た
か
た
は
、
当
分
の
間
、
所
得

割
額
が
免
除
さ
れ
、均
等
割
額
が

９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

国
民
健
康
保
険
や
国
民
健
康
保

険
組
合
の
加
入
者
は
該
当
し
ま

せ
ん
。 

       

 

詳
し
く
は
、保
険
事
業
課

（
蕁
６
９-

０
２
２
０
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

　
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
で
一
定
の

障
害
の
あ
る
か
た
も
当
制
度
に
加

入
で
き
ま
す
。 

　
対
象
者
は
、 

▼
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た 

▼
音
声
機
能
や
言
語
機
能
の
障
害
、

ま
た
は
下
肢
障
害（
１
号
・
３
号
・

４
号
）に
よ
り
４
級
の
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た 

な
ど
で
す
。 

↓
こ
の
制
度
に
加
入
す
る
と
、原
則

と
し
て
１
割
の
患
者
負
担
で
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

↓
こ
の
制
度
で
は
、す
べ
て
の
被

保
険
者
の
か
た
か
ら
所
得
に
応

じ
た
保
険
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
加
入
す
る
と
従
来
よ
り
保
険
料

負
担
が
軽
く
な
る
場
合
と
、高
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
） 

　市は、行政運営の指針となる「第１次京丹後市総合

計画」（平成17年度から平成26年度まで）について、

平成21年度で計画期間が満了する前期計画（計画期間：

平成17年度から平成21年度まで）を見直し、「後期

基本計画」（計画期間：平成22年度から平成26年度

まで）を策定しました。これに伴い、今年３月、「第

１次総合計画・後期基本計画計画書」と同概要版を発

行しました。 

閲覧場所　　企画政策課（峰山庁舎）および各市民局 
ホームページアドレス　http://www.city.kyotango.lg.jp 
企画政策課　蕁69-0120

　平成20年度を中心に、本市が取り組んできたさま

ざまなまちづくりや事業の成果を、第1次京丹後市総

合計画の項目ごとに体系的にまとめ、写真やグラフを

多用して紹介した「京丹後市白書　平成 21年度版」

を刊行しました。 

　京丹後市白書は各市民局および市内書店で購入でき

ます。 

「京丹後市白書」（平成21年度版）を刊行 

市の取り組みを分かりやすく体系的にお伝えします 

○
判
　
　
型
…
Ａ
４（
1
6
5
ペ
ー
ジ
） 

○
価
　
　
格
…
９
２
０
円（
税
込
み
） 

主に20年度のまちづくりの取り組み内容を掲載 

「京丹後市史資料編」を刊行 

京丹後市の歴史をひもとく 

　市教育委員会では、市内の文化財資料をもとに「京

丹後市史」としてまとめる市史編さん事業を、平成

17年度から26年度までの10か年計画で進めています。 

　今回、考古資料からみた市の歴史をまとめた「京丹

後市の考古資料」と江戸時代の丹後国峯山に藩庁を置

いた峯山藩の組織や藩政などを紹介した「峯山藩関係

史料集」を刊行しました。 

　いずれも各市民局でご購入できます。 

判　型…A5（422ページ） 
価　格…1,500円 

【お問い合わせ】 
秘書広報広聴課　蕁69-0110

【お問い合わせ】 
文化財保護課　蕁69-0640

判　型…A4（404ページ） 
価　格…2,000円 

みねやま 

〈図2：均等割額の軽減基準〉 

〈図1：京丹後市の保険料〉 

■
京
丹
後
市
の
保
険
料
は 

　
　
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す 

■
保
険
料
は
後
期
高
齢
者 

　
医
療
費
の
大
切
な
財
源
で
す
　
　 

■
所
得
の
低
い
か
た
は 

　
　
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す 

■
被
扶
養
者
だ
っ
た
か
た
も 

　
　
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す 

　
65
〜
74
歳
で 

　
　
一
定
の
障
害
の
あ
る 

　
　
　
　
か
た
も
加
入
で
き
ま
す 

★ 

保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

平成26年度までのまちづくりの方向性を定めました 
第１次総合計画・後期基本計画書を発行 
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健康体操を体験する推進員の皆さん 
（3月25日、峰山総合福祉センター） 

 

　２区　吉岡　晴子 

　３区　松村　いくよ 

　４区　番場　しのぶ 

　５区　森本　はつみ 

　６区　河田　三千代 

　９区　山本　征雄 

　10区　簑島　玲子 

　11区　田中　義一 

　12区　伊藤　紀久代 

　13区　斉藤　康夫 

　15区　廣瀬　修二良 

　16区　田中　順子 

　上羽　茂子 

　17区　山添　 都 

　平井　晴美 

　18区　平井　信隆 

　藤田　康弘 

　　安　梅田　義寛 

　嶋津　 功 

　西山　藤原　悦子 

　小西　上田　さぎり 

　　菅　梅田　美佐子 

　清水　雅子 

　大幡　恵子 

　新治　吉田　早由美 

　松本　育子 

　二箇　奥田　久子 

　杉本　香代子 

　五箇　今田　照子 

　長岡　間渕　禮次朗 

　坂本　典男 

　中川　賀代子 

　矢野　幸美 

　新町　小谷　 郁 

　服部　未幸 

　荒山　荻野　正仁 

　多賀野つる代 

　山崎　隆司 

　堀井　良治 

　荻野　礼子 

　溝畠　さゆり 

　佐藤　まり子 

　内記　藤原　宣生 

　丹波　藤村　孜子 

　中村　恵美子 

　橋木　門中　芳子 

　赤坂　西垣　真由美 

　小北　政代 

  

 

口大野　 堀　　義行 

　高杉　勝彦 

　小西　京子 

　田中　千賀代 

　木成　奈緒子 

奥大野　川口　良重 

　川口　匡美 

上常吉　鈴木　清充 

下常吉　鈴木　眞里子 

　三重　小谷　美津敏 

　森本　廣野　佳子 

　谷内　川村　和代 

　三坂　河野　絹代 

　延利　由村　武憲 

　新宮　井上　敏子 

　周枳　吉岡　 都 

松村　明美 

藤原　裕子 

小幡　恵子 

　河辺　岩崎　やす子 

今西　久野 

後藤　すづ代 

水野　紀子 

善王寺　藤本　効三 

池田　正浩 

北田　朝夫 

宮尾　倍行 

 

 

　住吉　平野　秀明 

池辺　洋子 

上小路　秋田　芳政 

　桃山　野村　嘉久 

稲岡　錠二 

吉岡　和子 

　長田　吉岡　寿徳 

谷津　留美子 

　福田　由良　 務 

三浦　喜久乃 

　御陵　溝口　ミフ 

吉岡　光恵 

水之江　田中　匡代 

能勢　和子 

北大路　森井　 覚 

山崎　圭只 

西田　良春 

　元町　吉田　 誠 

　　旭　井本　勝己 

　大昭　奥井　昭伸 

島田　照夫 

　　栄　半田　保子 

　下岡　糸井　良吉 

高家　豊久 

　小浜　松田　規男 

　 森　　圭司 

田中　美千代 

　掛津　松梨　善行 

　　遊　谷口　雅弘 

　高橋　谷口　 到 

　　郷　大原　しのぶ 

藤原　純子 

生野内　尾谷　利夫 

　切畑　岸本　昭彦 

　新庄　小石原　潔 

　岡田　谷口　幸一郎 

　上野　奥地　雅一 

　俵野　井上　義之 

　塩江　平井　行雄 

　　磯　岡本　茂樹 

 

 

　岡成　中江　茂治 

　谷地　下岡　好子 

山田　文子 

　向地　永田　秋子 

　小泊　　川　純子 

小間東　丸山　妙子 

小間西　 谷　　眞佐子 

　砂方　吉岡　恵子 

　竹野　安田　重勝 

　　宮　櫻井　　利 

　筆石　畑中　伸一郎 

　此代　久下　哲男 

　　平　岡田　弘美 

　遠下　三宅　輝代 

　鞍内　小倉　美喜雄 

　袖志　岡野　紀子 

　尾和　廣瀬　克巳 

　中浜　中江　榮子 

　久僧　松田　好枝 

　上野　秋尾　二三代 

　谷内　岩崎　道代 

　上山　　原　節子 

 

　吉澤　室田　光枝 

田中　町子 

　芋野　梅田　さとみ 

森野　有美 

　　堤　由良　清美 

安田　巻子 

　溝谷　神村　敦子 

大江　滋美 

　外村　今岡　梨花子 

等楽寺　吉岡　都子 

　船木　梅田　芳昭 

　黒部　吉岡　 徹 

川戸　洋子 

　小田　 堀　　安則 

　井辺　平林　冨美恵 

　木橋　吉岡　和子 

折戸　弘子 

 

 

　向町　中井　 均 

　十楽　平林　靖生 

　仲町　岩田　玲子 

　土居　八木　傳作 

東本町　池田　邦子 

西本町　久永　正幸 

　新町　今田　美保子 

　新橋　森田　 功 

　栄町　福井　粂夫 

　神谷　神月　昌司 

　河梨　田中　義隆 

口馬地　 岡　　昭義 

奥馬地　岡野　榮子 

口三谷　松田　重規 

松田　省吾 

奥三谷　和田　栄一 

　甲坂　本田　孝子 

　栃谷　今村　美志雄 

市野々　瀬戸　一雄 

布袋野　山口　 肇 

　　畑　安達　悦生 

　金谷　松宮　 靖 

　市場　九後　克己 

　出角　安達　勇一 

　須田　坂本　光明 

　新庄　今井　靖人 

　橋爪　嘉戸　 毅 

　海士　西角　宣政 

　油池　小國　久徳 

西橋爪　森本　広美 

　坂井　岡田　一彦 

　友重　小林　雅仁 

　品田　 関　　利彦 

　新谷　野村　好範 

　　谷　田中　 渉 

　芦原　西田　裕己 

　　島　玉野　亜里人 

尉ケ畑　奥田　幸男 

　奥山　石田　邦夫 

　二俣　石田　正明 

　小桑　本西　 聰 

佐野甲　瀬尾　つや子 

　 辻　　律子 

佐野乙　浮網　浩二 

佐野丙　中野　勝友 

安養寺　山本　節生 

　野中　柴田　昭人 

　　郷　山形　宏文 

円頓寺　岡本　隆司 

　坂谷　吉岡　 穣 

　長野　松本　博彦 

　竹藤　吉岡　 修 

　丸山　田中　正昭 

　永留　前田　昌則 

　壱分　岩尾　貴司 

　大井　野村　英志 

　　関　池口　文男 

　三分　西垣　俊宏 

　平田　能勢　孝一 

　甲山　山　　正一 

　浦明　中村　洋一 

　長柄　森口　広志 

　神崎　大江　志津子 

　鹿野　稲垣　 巌 

　箱石　家城　寛子 

　葛野　安川　星一 

　湊宮　上田　利継 

榮元　康博 

　大向　木下　雅文 

　河内　富川　尚樹 

　蒲井　橋本　好生 

　　旭　坪坂　且也 

　市は、市民の「自らの健康は自ら守る」意識を高め、地域での健康づくり活動を積極的に推進するため、平成22

年3月、「京丹後市健康づくり推進員」を設置しました。推進員には、健康管理の基本である「健診を受けよう」な

どの声かけをはじめとして、研修会への参加など、地域と行政とのパイプ役として活躍していただきます。健康

づくりについての情報など、お気軽にお近くの推進員さんに尋ねてみてください。 

　市は、3月25日、峰山総合福祉センター（峰

山町杉谷）で推進員さんの委嘱式と初めての研

修会を開催しました。京都医療センターの同道

正行医師の「笑って得する！地域で広める健康づくりのお

はなし」と題した講演などを通し、参加した113人の推進

員の皆さんは笑顔と明るい声の中で地域の健康づくりリー

ダーとしての一歩を踏み出しました。 

めざそう！"健康長寿のまち"めざそう！"健康長寿のまち"
226人の「京丹後市健康づくり推進員」誕生 226人の「京丹後市健康づくり推進員」誕生 

峰山ブロック 

大宮ブロック 

網野ブロック 

丹後ブロック 

弥栄ブロック 

久美浜ブロック 

地域の健康づくりをリードする推進員の皆さん（敬称略） 
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　４月17日（土）・18日（日）、アミティ丹後（網野町網野）周辺で

開催された「京丹後ちりめん祭」（同祭実行委員会主催）。織物業

の振興と発展を目的に、昭和26年から始まり、今回で60回目を

迎えました。今年は京丹後きもの祭（市商工会主催）との同時開催。

約200人の参加による「きもの大パレード」など、華やかな催しに、

2日間で延べ1万5,000人が訪れました。 

　市観光協会のマスコットキャラ
クター「コッペちゃん」も登場。子
どもたちに大人気　　カイコの繭
から糸を引く作業に興味津々の来
場者　　勇壮な太鼓演奏を披露す
る浦嶋太鼓保存会　　ジャンボ巻
き寿司づくり。56人が25メートル
におよぶ巻き寿司に挑戦　　箏曲
菊謡会（そうきょくきくようかい）
の皆さんによる琴演奏　　さまざ
まな染色法を学ぶ染織体験　　小
学生40数人が「ちりめん小唄おどり」
を披露　　約200人がまちを練り
歩いた「きもの大パレード」。着物
の魅力をアピールした　　京都府
警察音楽隊・カラーガード隊のパ
フォーマンス　　観客を魅了した
「静の舞」　　ちりめん小唄おどり
を興味深そうに見つめる女の子。
来年はこの子が踊るのかも 
　　着物姿で祭を楽しむ来場者 

　力強く演奏する網野高等学校吹
奏楽部の皆さん　　華やかに舞う
京都祇園の舞妓さん（京丹後きも
の祭）　　河内音頭を披露する河
内家菊水丸さん　　河内音頭の軽
やかな音色に合わせて踊り出す観
客　　フォークバンド「ひょうた
ん島」のコンサート　　5月から開
催中の上海万博で公演する菊水丸
さんに丹後ちりめんの着物を贈り、
丹後ちりめんをアピールしてもら
うため、菊水丸さんを採寸するき
ものクイーン　　着物や帯の展示
販売でにぎわった呉楽市 

丹後きものクイーンの池田冴子さん（左・丹後町）と 
山本紗也佳さん（右・峰山町） 

ちりめん祭に 1万5,000人 
200人のきもの大パレードなど「きもの祭」と同時開催 

4月17・18日 
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シニアレディースクラスに出場する久美浜チーム（女子） 

ミドルクラスに出場する京丹後チーム（男子） 

　桜の花が咲き始めた４月３日・４日・10日、「第６

回マルハンカップ少年野球大会」（峰山少年野球振

興会主催）が峰山球場で行われました。 

　この大会は「丹後の甲子園」と位置づけられ、峰山

町内の５チームと、峰山町を除く市内５町の代表チ

ーム、さらに宮津市と与謝野町のそれぞれの代表チ

ームの計12チームで優勝を争います。 

　開会式で、株式会社マルハンの藤原専務は「やれ

ばできるという思いをもって野球や勉強をがんば

ってほしい。好きな野球ができることに対して、指

導者の皆さんやご両親、また関係者のかたへ感謝の

気持ちを忘れないでください。この大会で野球を大

いに楽しんでください」とあいさつ。選手たちは、元

気いっぱいに熱戦を繰り広げ、10日の決勝戦では、「間

人シーガルズ」が「新山少年野球クラブ」を４対２で

下し優勝を勝ち取りました。 

　京丹後市ゲートボール協会に加盟する

久美浜チーム（女子）と京丹後チーム（男子）

が、10月16日から18日までの３日間、広

子園ゲートボール場（綾部市）で行われた

府の選抜大会で、強豪を下し優勝しました。 

　両チームは府代表として、５月29日・

30日に行われる「全国選抜ゲートボール

大会」（長野オリンピックスタジアム）に

出場します。 

　両チームの代表選手の一人・東清信さ

ん（丹後町竹野）は「全国制覇を目指しが

んばります」と意気込みを話していました。 

　端午の節句を前に４月６日、市立宇川

保育所と市立こうりゅう保育所に、市観

光協会（長濱孝次会長）から、それぞれこ

いのぼりが寄贈され、園児たちがこいの

ぼりの初泳ぎに歓喜しました。 

　京都府伝統工芸師の奥田稔さん（大宮

町河辺）が、子どもたちの健やかな成長を

願い一年間かけて製作されました。 

　今春、統合・改装された宇川保育所の運

動場では、園児15人が「こいのぼり」の歌

を歌い「こいのぼりのように、元気に仲よ

く遊びます」とお礼を言いました。 

　３月25日、特別養護老人ホーム「満寿園」

（弥栄町溝谷）の完成式が行われました。 

　特別養護老人ホームは、介護保険制度

で介護の必要がある「要介護」の判定を受

けたかたが利用できる老人福祉施設。 

　社会福祉法人あしぎぬ福祉会が運営す

るこのホームは、「わたしが輝く家づくり」

をコンセプト（概念）に、地域のかたが住

み慣れたふるさとで安心して暮らせるよ

うにとつくられました。要介護のかた50

人の養護に加え、ショートステイ（20人）、

認知症対応型デイサービス（24人）などを

実施します。 

　また、京都府内で初めて、特別養護老人

ホーム内に保育所を設置し、従業員や地

域の子どもを保育。子どもと老人の世代

間交流を図ります。 

　地域の安全や五穀豊穣などを願って「初

午祭」が、３月28日、竹野神社（丹後町宮）で、

櫻井令子宮司と熊野那智大社（和歌山県）

から駆けつけた櫻井祐策さんにより執り

行われました。 

　今年は、祐策さんが４月から丹後に帰

郷するということから、那智勝浦町の勝

浦漁業協同組合の皆さんが、35㌔のマグ

ロ１匹を帰郷祝に竹野神社に奉納。境内

に所狭しとそばや甘酒などの露店が並び、

その一角で勝浦漁業協同組合員により豪

快にマグロの解体ショーが披露され、新

鮮な刺身が訪れたかたに振る舞われまし

た。 
間人シーガルズが優勝！ 

御旅市場で「長生きおむすび」 
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特Aの「丹後産コシヒカリ」を使用 

　　　マルハンカップ少年野球大会 

白球を追い駆け、白熱したプレーが繰り広げられた 

鮮やかにマグロをさばく姿に注目する参拝者 

満寿園が待望の完成 

力いっぱいロープを引きこいのぼりを空へ泳がせ 
る宇川保育所の子どもたち 

峰山球場がある「峰山総合運動公園」は、株式会社マ

ルハンからの寄付１億円を充て、平成８年に旧峰山町

が整備しました。 

ごこくほうじょう 

発売早々好評の「長生きおむすび」 
を渡す御旅商店会婦人部の西垣雅子さん 

男
性
長
寿
日
本
一
 

ひ
孫
ら
か
ら「
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ッ
ピ
ー
バ
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ス
デ
ー
」 

　男性長寿日本一の木村次

郎右衞門さん（丹後町中野）が、

４月19日、113歳を迎え家

族らから祝福を受けました。 

　娘やひ孫など十数人が自

宅に集まり、家族から「113

歳おめでとう」と文字の入

ったバースデーケーキが贈

られれると、「サンキューベ

リーマッチ」と笑顔で答え

ていました。 

たんご 

みのる 

ひ孫の木村憲生さんからケーキ
が贈られ「サンキュー」と答え
る次郎右衞門さん 

　「御旅市場フリーマーケット」

（峰山御旅商店会主催）が、４月

３日、峰山御旅商店街で開催され、

日本一短いアーケードが多くの

人出でにぎわいました。 

　同フリーマーケットは、御旅

市場の復活再生と商店街の活性

化を目的に、平成20年３月から、

毎月第一土曜日に開催。京丹後

の海・山・里の幸と地域の加工品

がそろうと、好評を得ています。 

　同会は新商品として「長生き

おむすび」を企画。包装紙のタイ

トルは、男性長寿日本一の木村

次郎右衞門さんが直筆し、特Ａ

米「丹後産コシヒカリ」を使用しています。店

頭に並んだ、２個入り90セット（1セット

300円）は、瞬く間に完売しました。 

　同会の中川芳隆会長は、「長生きおむすび

を名物にし、商店街の活性化につなげたい」と意気込んでいます。 
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Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
取
り
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環
境
変
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急
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齢
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　連載シリーズ第２回目の今回は、４月号に引き続き、ＫＴＲに

関する市民アンケートの結果をご紹介しながら、「加速する高齢

化社会におけるＫＴＲの今後」について考えていきます。 

小西川橋りょうを走る普通列車（KTR峰山駅付近） 

連載 北近畿タンゴ鉄道宮津線開業　20周年 

鉄道を利用しない理由は？ 
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65歳以上で構成する世帯状況 

自動車免許証の保有状況 

自分で運転 家族などによる送迎 だれの送迎も頼れない 

43%

3%

13%

14%

12%

3%
3%

かつてない高齢者世帯の急増 

　グラフは、京丹後市における

65 歳以上の高齢者で構成する世

帯の中で１人暮らしと２～３人で

暮らしている世帯数の状況を表し

ています。 

　KTR宮津線開業当時（平成2年）

と比べ、平成 21年には、およそ

3倍近く高齢者世帯が増えている

ことが分かります。 

車を運転するから 

鉄道を不便だと 
感じているから 遠出はしないから 

9%家族などに送迎し 
てもらっているから 

その他 

自転車を利用するから 

徒歩圏内で生活しているから 
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表1
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200円バスを利用するから 

表2
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免
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家
用
車
の
使
用
が
鉄
道
を
利
用

し
な
い
理
由
と
な
っ
て
い
る
人
が
、
全
体

の
５
割
を
超
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

自
家
用
車
依
存
の
現
実
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

　
 

 　
 

　
自
動
車
免
許
証
の
保
有
者
8
6
6
人
に

「
あ
な
た
は
、
何
歳
ま
で
車
を
安
全
に
運
転

で
き
ま
す
か
」
と
の
問
い
に
は
、
平
均
で
「

74
・
1
歳
」
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。（
表

３
） 

　
男
性
で
は
「
車
を
安
全
に
運
転
で
き
る

と
考
え
る
年
齢
」
の
平
均
が
75
・
4
歳
で
し

た
が
、
80
歳
以
上
の
男
性
の
７
割
以
上
が

自
動
車
免
許
証
を
保
有
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。 

　「
自
動
車
免
許
証
の
保
有
者
状
況
」と「
安

全
に
運
転
で
き
る
と
考
え
る
年
齢
」
に
差

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

　
 

   

　
 

 　
 

　
さ
ら
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、「
自

動
車
免
許
証
を
返
納
し
た
際
に
望
む
施
策
」

と
し
て
、
バ
ス
や
鉄
道
の
運
行
本
数
の
増

加
を
求
め
る
声
が
４
割
近
く
を
占
め
ま
し

た
。（
表
４
）
ま
た
、「
高
齢
者
向
け
の
乗
り

放
題
乗
車
券
の
配
布
」
を
望
む
声
も
2
割

超
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
以
上
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
「
使
い

や
す
い
公
共
交
通
」「
使
い
や
す
い
鉄
道
」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

網野町歩こう会の皆さんによる鉄道利用の様子 
（昨年秋） 

こ
れ
か
ら 

い

ま

 

こ

れ

ま

で 

車を安全に運転できる年齢は？ 

男性…平均75.4歳 

女性…平均72.6歳 

全体…平均74.1歳 

バスの 
運行本数の増加 

いずれにせよ 
返納しない 

高齢者向けのバス・鉄道 
乗り放題乗車券の配布 

その他 

タクシー利用 
割引券の配布 

鉄道の 
運行本数の増加 

自動車免許証の返納に際し、望む施策の割合 

9.1％ 
 

24.4％ 

12.8％ 
13.3％ 

17.7％ 

22.7％ 

合計 
1,434件 

合計 
1,206件 
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総勢20人で「特A」をPR

コシヒカリ入り小袋を配布 

ヘルシーな食生活を 
心がけましょう 

ときどき肝臓を 
休ませてあげましょう 

0

10

20

30
（%） 

男性 女性 

15.5

14.5
5
5.2

メタボ要注意者の割合 

予備軍 
該当者 

お問い合わせ先：健康推進課（蕁69-0350） 

　
当
日
は
、
丹
後
地
域
の
生
産
者
や 

丹
後
米
改
良
協
会
（
丹
後
２
市
２
町
・

Ｊ
Ａ
京
都
で
構
成
）の
事
務
局
職
員
が
、

丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
２
合
入
り
の
Ｐ

Ｒ
用
小
袋
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
道
ゆ

く
人
に
配
布
。
丹
後
き
も
の
ク
イ
ー

ン
の
小
林
亜
矢
さ
ん
（
大
宮
町
在
住
）

と
高
橋
あ
づ
み
さ
ん
（
宮
津
市
出

身
）
に
も
着
物
姿
で
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
往
来
の
多
い
京
都
駅
中
央
口

前
で
は
イ
ベ
ン
ト
開
始
早
々
に

長
蛇
の
列
が
で
き
、
用
意
さ
れ
た

８
０
０
個
の
お
米
小
袋
が
瞬
く

間
に
減
っ
て
い
く
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。 

   

　
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
ク
イ
ズ

＆
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
、
１
６

０
人
が
回
答
。
８
割
の
人
が
「
丹

後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
知
っ
て
い
る
」

と
答
え
る
な
ど
う
れ
し
い
結
果
で
し

た
。し
か
し
、「
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
」

と
の
回
答
は
６
割
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。 

  

　
後
日
、
イ
ベ
ン
ト
で
お
米
小
袋
を

受
け
取
っ
た
か
た
か
ら
「
本
当
に
お

い
し
か
っ
た
」
と
電
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
消
費
者
に
選
ん
で
も
ら
う

た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。 

　
３
年
連
続
で
食
味
最
高
ラ
ン
ク「
特

Ａ
」を
獲
得
し
た
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
。

生
産
者
の
丹
精
と
丹
後
の
気
候
風
土

が
作
り
上
げ
た
お
い
し
い
お
米
は
、

生
産
者
の
経
営
安
定
や
他
地
域
へ
の

販
路
開
拓
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

丹
後
の
魅
力
を
引
き
出
す
食
材
と
し

て
観
光
と
結
び
つ
け
る
な
ど
の
相
乗

効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
の
Ｐ
Ｒ
と
地

元
の
皆
さ
ん
の
愛
着
が
ブ
ラ
ン
ド
を

育
ん
で
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

　
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
で
は
、丹
後
米
改
良
協
会（
岡
田
實
郎
会
長
）と
協

力
し
て
、丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お
い
し
さ
を
都
会
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、３
月
８
日
、Ｊ
Ｒ
京
都
駅
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で「
３
年
連
続『
特
Ａ
』獲
得

記
念
！
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
し
た
。 

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉 

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局 

農
林
商
工
部
企
画
調
整
室 

　
　
　
　
農
業
振
興
担
当 

　
　（
蕁
６
２-

４
３
０
５
） 

◆
　
　
　
　
　
◆ 

 

一酸化炭素が体に吸収されて酸素が体から不足し、

体力や頭の働きが低下します。 

約200種の有害物質と4,000種以上の化学物質が体

に取り込まれ、10年早く老けるとまでいわれていま

す。 

ニコチンの働きにより喫煙をやめられなくなって

しまいます。そうなれば、年に約10万円がたばこ代

に消えることになります。（1日約20本の場合） 

 

　卒煙とは、たばこに変えられてしまった体のクセ、

心のクセから「卒業」することです。たとえ長年の愛煙

者でも、卒煙するのに「遅すぎる」ことはありません。 

　「禁煙」ではなく「卒煙」。未来に向けての出発です。

ぜひこの機会に挑戦してみましょう！ 

毎年5月31日は世界禁煙デーです。 

皆さんもこの日を機会に、喫煙と健康について考えてみませんか？ 

参考：京都禁煙推進研究会編 

新版さよならタバコ卒煙ハンドブック 

 

　21年度の市総合検診で、生活習慣病の前段階「メ

タボリックシンドローム」（以下メタボ）の該当者ま

たはその予備軍のかたは全体の約２割という結果で

した。 

　男女別にみると、男性では30.0㌫、女性では10.2

㌫がメタボ要注意者で、男性が女性の約3倍多いと

いう結果が出ています。メタボは年齢とともに増加。

男性は20歳代から、女性は30歳代から増えはじめ

る傾向があります。 

　生活習慣病の予防のた

めには、子どものころか

ら食事や運動に気を使う

ことが大切です。自分の

健康を守ることは、自分

の子どもたちの将来の健

康にもつながっているの

です。 

 

 

　40歳以上の受診者の約半数に高血圧や高脂血症が

みられました。高血圧は年齢が上がるごとに増えて

います。高脂血症も年齢とともに増えていますが、

70歳以降は減少しています。 

　市では、減塩などの高血圧予防の取り組みを地域

に広めるため、各市民局での高血圧教室を予定して

います。 

 

　全体の3割に肝機能の異常がみられ、特に男性で

は4割に異常がありました。京丹後市では全国と比

べて肝臓がんで亡くなるかたが多いという統計が出

ています。 

　肝機能に異常が見つか

ったら、休肝日を設けて

適正な飲酒を心がけるの

はもちろん、定期的に検

査を受けることをおすす

めします。 

 

 

 

　5月 25日から10月5日にかけて、22年度の総合

検診を各市民局の保健センターなどで実施します。

申し込みはいったん締め切りましたが、随時追加を

受け付けています。まだ申し込んでいないかたは、

健康推進課までお問い合わせください。 

そつえん 

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。 

丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の 

　
　
　
お
い
し
さ
を
も
っ
と
知
っ
て
。 

京
都
駅
前
で
食
味
ラ
ン
ク「
特
Ａ
」を
Ｐ
Ｒ 

長
蛇
の
列
で
大
盛
況 

８
割
の
人
が 

　
丹
後
米
を「
知
っ
て
い
る
」 

他
産
業
と
の
相
乗
効
果
を
期
待 

5月31日は世界禁煙デー 

21年度総合検診結果から part 2

検診を受けた！これからが肝心。 
検診結果から、京丹後市の健康課題を分析します。 

マスコットキャラクター 
「まゆまろ」 

男は3割、女は1割がメタボ要注意 

40歳以上の半数が高血圧・高脂血症 

申し込みはお済みですか？22年度総合検診 

京丹後市には肝臓がん死亡者が多い!?

たばこを吸うと10年早く老ける!? 卒煙に「遅すぎる」はない 



「ご意見箱」投稿に際してのおねがい 
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　ご意見箱への質問などには、個人のプライバシー部分

を除き、できる限りお答えすることとしています。お名

前や連絡先をご記入いただいているかた対しましては、

直接お答えもさせていただいています。一方、お名前や

連絡先の記入のないものにつきましては、市のホームペ

ージおよび広報紙でお答えすることとしています。 

　ホームページには、個人情報に関するものを除き、随

時掲載していますが、広報紙では、紙面が限られている

ためご意見やお答えを一部割愛して掲載しています。 

　正確な回答をできるだけ速やかにお返しするために、

住所をはじめ、お名前・連絡先などをぜひご記入くださ

い。 

平
成
21
年
４
月
に
全
面
オ
ー
プ
ン
し
た 

八
丁
浜
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
（
網
野
町
町
浅
茂
川
・
小
浜
） 

　
浅
茂
川
の
海
岸
に
あ
る
八
丁
浜
シ
ー
サ
イ

ド
パ
ー
ク
に
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
広
い
し

遊
具
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
本
当
に
よ
い
公
園

で
す
。 

　
し
か
し
、
真
ん
中
の
遊
具
の
と
こ
ろ
の
水

は
け
が
悪
く
、
大
き
な
水
た
ま
り
が
で
き
て

い
ま
し
た
。
ど
う
も
真
ん
中
辺
り
が
低
い
み

た
い
で
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
で
あ
り
、
憩
い
の

場
で
す
の
で
な
ん
と
か
な
ら
な
い
で
し
ょ
う

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
内
・
男
性
】 

　
公
園
の
水
た
ま
り
に
つ
い
て
、
調
査
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
暗
渠
（
あ
ん
き
ょ
）
排

水
用
の
パ
イ
プ
が
機
能
し
て
い
な
い
こ
と

が
原
因
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
早
急
に

対
応
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
快
適
に
利
用
で
き

る
よ
う
管
理
の
徹
底
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　【
都
市
計
画
・
建
築
住
宅
課
】 

市のホームページの「ご意見箱」システムのメンテナンスが４月末で完了しました。 

ただいま、インターネット受け付けや過去のご意見内容が閲覧できます。 
お待たせしました 

排
水
パ
イ
プ
の
不
具
合
が 

原
因
。
早
急
に
対
応
し
ま
す 

八
丁
浜
シ
ー
サ
イ
ド 

パ
ー
ク
に
水
た
ま
り
が
… 

み 

ん 

な 

の 

ひ ろ ば ひ ろ ば 

広 場 広 場 

みんなの広場では、「みんなの声」をはじめ、市民が登場するコー
ナーなど、市民でつくりあげていく紙面となるように企画していこ
うと考えています。 
「こんな企画をしてほしい」などの提案をお待ちしてます。 

みんなの広場は市民の皆さんのページです 

＜連絡先＞ 
秘書広報広聴課　みんなの広場係　蕁 69-0110　FAX69-0901 
住所　〒627-8567　京丹後市峰山町杉谷889　 

み
ん
な
の 

市
に
寄
せ
ら
れ
た
、
皆
さ
ん
の
、

ご
意
見
や
提
言
、
う
れ
し
い

こ
と
や
困
っ
た
こ
と
な
ど
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

声 

　
地
区
の
役
員
を
し
て
い
ま
す
。
当
地
区

に
は
、
30
歳
代
以
上
の
独
身
男
性
が
多
数

い
ま
す
。
地
区
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、

お
嫁
さ
ん
が
く
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
何

か
、
よ
い
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
個
人
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て

い
ま
す
が
、
嫁
も
子
ど
も
も
少
な
い
地
区

は
、
ど
ん
ど
ん
廃
れ
て
い
き
ま
す
。 

　
市
に
、
施
策
や
イ
ベ
ン
ト
の
予
定
な
ど

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
　【
市
内
・
無
記
】 

　
未
婚
化
・
晩
婚
化
の
進
行
は
、
大
き
な
社

会
問
題
の
一
つ
で
す
。
結
婚
観
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
、
出
会
う
機
会
の
減
少
、
相

手
に
求
め
る
条
件
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
、
経
済
的

な
問
題
な
ど
が
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま

す
が
、
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
行
政
施
策
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
市
内
で
も
、
N
P
O
法

人
が
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
催
さ

れ
た
り
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
行
政
が
お
見
合
い
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
主
体
的
に
開

催
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
要
請
や
ご
要
望
に
応
じ
て

N
P
O
法
人
や
地
域
の
活
動
な
ど
へ
の
支

援
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
企
画
政
策
課
】 

独
身
男
女
の
交
流
の
場
を 

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る 

団
体
に
対
し
て
、
支
援
を 

検
討
し
て
い
き
ま
す 

3
月
13
日
、
上
限
2
0
0
円
バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ
が 

変
更
に
な
り
ま
し
た 

　
今
年
か
ら
公
立
高
校
の
入
試
制
度
が
変
わ

り
、
網
野
町
か
ら
峰
山
高
校
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
中
学
生
も
多
く
な
り
ま
し
た
。 

　
で
も
、
登
校
時
間
帯
に
合
う
バ
ス
が
な
く
、

親
に
反
対
さ
れ
て
志
望
校
を
変
え
る
友
達
も

い
ま
す
。 

　
初
め
て
自
分
の
進
路
を
決
め
る
に
あ
た
っ

て
、
親
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
始
業
時

間
に
合
っ
た
バ
ス
を
1
便
増
や
し
て
も
ら

え
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
　【
市
内
・
女
性
】 

網
野
か
ら
峰
高
用
の
 

2
0
0
円
バ
ス
を
増
便
し
て
 

K
T
R
利
用
促
進
策 

な
ど
も
検
討
し
ま
す 

み ん 

な の 広 場 

　
現
在
、
網
野
方
面
か
ら
峰
山
高
等
学
校

へ
の
通
学
の
た
め
の
上
限
2
0
0
円
バ
ス

（
丹
海
バ
ス
）
は
、
海
岸
線
（
経
ヶ
岬
5

時
58
発
〜
網
野
経
由
〜
峰
山
7
時
15
分

着
と
経
ヶ
岬
6
時
38
分
発
〜
網
野
経
由

〜
峰
山
7
時
55
分
着
）
で
2
本
が
運
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
早
朝
の
ク

ラ
ブ
活
動
に
対
応
す
る
た
め
の
も
っ
と
早

い
時
間
帯
に
峰
山
高
等
学
校
に
到
着
す
る

便
を
増
や
し
て
欲
し
い
と
い
う
ご
要
望
で

は
な
い
か
と
推
測
し
ま
す
。
バ
ス
運

行
に
関
し
て
は
、
多
く
の
ご
要
望
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
需
要
が
あ

る
程
度
見
込
め
な
け
れ
ば
、
増
便
対

応
は
難
し
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
通

学
の
手
段
は
バ
ス
だ
け
で
は
な
く
、

網
野
か
ら
峰
山
方
面
へ
の
鉄
道
（
北

近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
）
が
あ
り
午
後
8

時
30
分
ま
で
に
6
本
運
行
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
今
回
の
ご
要
望
は
、
上
限
2
0
0

円
バ
ス
の
充
実
を
願
う
多
く
の
市
民

の
か
た
（
高
校
生
や
高
校
生
の
保
護
者
）

の
声
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
が
、

鉄
道
（
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
）
の
利

用
促
進
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
企
画
政
策
課
】 
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ほ う し ゅ く ぶ ん こ  

■お問い合わせ先  
　京都府丹後文化会館　蕁 62-5200

丹後映画大好き劇場　No.24

 

丹後映画大好き劇場　No.23

＜全席自由＞ 

＜全席自由＞ 

「豊淑文庫」って？ 

大宮図書室　　「ちっちゃなおてて」 

　　　　　　　「おはなしランド」 

久美浜図書室　「おはなしの花束」 

乳幼児対象 

幼児～小学生対象 

幼児～小学生対象 

第2水曜日 

第2土曜日 

第3日曜日 

10：30～10：50 

10：30～11：00 

14：30～15：00

　「豊淑文庫」は、旧間人町の時代（昭和30年以前）、

藤原勘治さんが当時の町立図書館に本を寄付

してくださったことから始まりました。 

　藤原さんは明治28年、丹後町間人で生誕。子

どものころに両親から贈られた「広辞林」に感

激して勉学に励み、東京帝国大学（現・東京大学）

を経て「東京日日新聞社」（現・毎日新聞社）へ入

社。昭和23年には毎日新聞社取締役に就任する

など、昭和47年に亡くなるまでの間に大きな業

績を残されました。 

　「豊淑」は藤原さんの父

親の豊蔵さん、母親の淑（よ

し）さんにちなんで名付

けられました。 

　市制施行後も、ご子息

の藤原新一郎さんには豊

淑文庫の充実にご協力い

ただいています。 

技術部 

看護部 弥栄病院 

言語聴覚士 足立　奈月 

看護師 稲鍵　　恵 

看護師 岡崎　涼子 

新しくなった豊淑文庫 

親子ら60人の参加でにぎわった「科学遊び教室」 

７/26（月）開催の『国立中国雑技団　特別講演』の入場券は、５/25（火）前売開始予定です 注目情報 

・・・  
ふじわ ら か ん じ  

◎場　　所…京都府丹後文化会館（峰山町杉谷） 
◎上 映 日…5月22日（土）  ◎開始時間…①9：30　②13：00　③
16：00　④19：00 
　　　　　　上映時間（2時間06分） 
◎入 場 料…【一　　　般】前売1,200円（当日1,500円） 
　　　　　　【シ ニ ア】前売・当日1,000円 
　　　　　　【高校生以下】前売・当日800円　 
　　　　　　※シニア…60歳以上・要証明　※3歳以上有料 

 

◎場　　所…京都府丹後文化会館（峰山町杉谷） 
◎上 映 日…6月6日（日） 
◎開始時間…①10：00　②13：00　③15：30　④18：00 
　　　　　　上映時間（1時間43分） 
◎入 場 料…【一　　　般】前売1,200円（当日1,500円） 
　　　　　　【シ ニ ア】前売・当日1,000円 
　　　　　　【高校生以下】前売500円（当日800円）　 
　　　　　　※シニア…60歳以上・要証明　※3歳以上有料 

現代を生きる 『家族』に寄り添いながら、その希望を描く感動作。 

命の原点、感動の原点へようこそ。 

★「豊淑文庫」が 
　　新しくなりました 

★みんなでおきあがり 
　　こぼしをつくったよ 

★読み聞かせの日程が変わります 

丹後図書室 

あみの図書館 

大宮・久美浜図書室 

 

 

 

　新しい本約600冊や大きな書架を購入し、子どもも

大人も楽しめるすてきなコーナーになりました。ぜひ

ご家族でご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　あみの図書館では、子どもたちが科学的な本に興味

を持つことを願って、3月14日、科学あそび教室「おき

あがりこぼしをつくってあそぼう」を開催しました。

講師に深田和幸さん（弥栄町）を迎えて開催する科学

あそび教室はこれが2回目。親子ら60人の参加者で会

場はいっぱいになりました。 

　おもりの使い方によって起き上がったり倒れたり

する科学の不思議を実験して確かめながら、楽しく3

種類のおきあがりこぼしをつくりました。 

  

　
長
安
寺（
峰
山
町
矢
田
）の
木
造
阿
弥
陀
如
来

坐
像
は
、横
か
ら
見
た
姿
勢
や
全
体
の
形
、柔
ら

か
い
衣
の
線
な
ど
、
平
安
時
代
後
期
（
12
世
紀
）

の
特
徴
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
膝
の
あ
た

り
は
彫
り
が
深
く
、作
風
の
違
い
が
あ
る
た
め
、

こ
の
部
分
は
江
戸
時
代
に
修
理
さ
れ
た
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、頬
の
ふ
く
ら
ん
だ
円
満

な
造
り
は
平
安
時
代
後
期
の
特
徴
を
示
し
て
い

ま
す
が
、
目
や
鼻
な
ど
の
彫
り
方
は
硬
い
印
象

を
受
け
る
た
め
、
江
戸
時
代
の
修
理
の
際
に
彫

り
直
し
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
こ
の
像
は
、
江
戸
時
代
に
改
変

さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
平
安
時
代
後
期
に
さ
か

の
ぼ
る
も
の
で
あ
り
、高
い
価
値
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
１
７
２
㌢
の
大
き
さ
も
稀
有
な
も
の
で

す
。 

  

  
　
木
造
伝
地
蔵
菩
薩
立
像
は
、泰
平
寺（
久
美
浜

町
壱
分
）に
あ
り
ま
す
。泰
平
寺
の
は
じ
ま
り
は

平
安
時
代
後
期
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
も
の
の
、詳
し
く
は
分
か
っ
て
お
ら
ず
、元
応

元
年
（
西
暦
１
３
１
９
年
）
に
教
王
護
国
寺
（
京

都
の
東
寺
）
の
恵
光
法
印
が
再
興
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
像
は
、穏
和
な
表
情
で
、衣
の
線
を
ほ
と
ん
ど

刻
み
出
し
て
い
ま
せ
ん
。こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、

平
安
時
代
後
期
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
本
像
は
、地
蔵
菩
薩
像
で
は
な
く
、神
仏

習
合
を
あ
ら
わ
す
僧
形
神
像
と
し
て
つ
く
ら
れ

た
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
丹
後

市
内
だ
け
で
な
く
近
隣
で
も
類
例
を
見
な
い
像

と
し
て
、貴
重
な
も
の
と
い
え
ま
す
。 

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像 
木
造
伝
地
蔵
菩
薩
立
像 

教
育
委
員
会
で
は
、平
成
22
年
４
月
２
日
付
け
で
、 

新
た
に
２
件
の
市
指
定
文
化
財（
彫
刻
）を
指
定
し
ま
し
た
。 

４月１日付けで新規採用した市職員のうち、平成22年３月１日現在で「採用に必要な資

格を取得見込み」だった者の配置をお知らせします。 
職員配置 

　4月から、大宮・久美浜図書室の読み聞かせの日程や内容が変更になりました。絵本やおはなしに触れて楽しい時

間を過ごしてもらえるよう、さまざまな工夫を凝らしています。 

ち
ょ
う
あ
ん
じ 

た

い

へ

い

じ 

し
ん
ぶ
つ 

け

う

 

し
ゅ
う
ご
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き
ょ
う
お
う
ご
こ
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そ
う
ぎ
ょ
う
し
ん
ぞ
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じ

ぞ

う

ぼ
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ぞ

う

 

も
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ぞ

う

あ

み

だ

に

ょ

ら

い
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も

く

ぞ

う
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ん

じ

ぞ

う

ぼ

さ

つ
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ゅ

う

ぞ

う

 

え

こ

う

ほ

う

い

ん 

京都府丹後文化会館　インフォメーション 京都府丹後文化会館　インフォメーション 

前売券 
 好評発売中!!
前売券 
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 好評発売中!!
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 好評発売中!!
前売券 

 好評発売中!!
前売券 

 好評発売中!!
前売券 

 好評発売中!!
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図書館だより 5月図書館カレンダー 

 9  10 11 12 13 14 15 
16 17 18 19 20 21 22  
23 24 25 26 27 28 29 
30 31   1  2   3   4   5 
 6   7   8   9  10 11 12 

日 月 火 水 木 金 土 開館時間 

10時～18時 

（峰山・あみののみ 

 水曜は19時まで） 

赤文字は休館日です。 

6
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春
な
の
に
肌
寒
い
日
が
続
い
て
い

た
４
月
。よ
う
や
く
タ
ケ
ノ
コ
が
顔
を

の
ぞ
か
せ
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。以
前

か
ら
お
腹
回
り
の
ぜ
い
肉
が
付
き
は

じ
め
、運
動
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と

決
め
て
は
実
行
で
き
ず
、こ
れ
が
メ
タ

ボ
の
は
じ
ま
り
と
痛
感
す
る
日
々
が

続
い
て
い
ま
す
。 

　
何
と
か
し
な
い
と
…
今
は
元
気
に

動
け
て
も
、将
来
の
自
分
を
悲
観
し
て

し
ま
い
ま
す
。明
日
の
自
分
が
元
気
で

あ
る
た
め
に
、
ま
ず
は
、
小
鳥
の
さ
え

ず
り
が
聞
こ
え
る
朝
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
か
ら
…
／
輝
 

つ
ぶ
や
き 

人口・世帯数 

男　　   29,774人 （－154） 

女　　   31,818人   （－95） 

計　　   61,592人 （－249） 

世帯数　22,141世帯（－19） 

（4月1日現在・（ ）内は前月比） 

kyotangojin

ひと・人・ヒト 

心
優
し
い
護
り
主 

今月号から、市内の地域の「ひと」を紹介します。 

京 
丹後 
人 

1
櫻井 祐策 さん（25歳） 

禰宜…宮司を補佐する位 

3月 28日の初午祭では、禰宜として、宮司とと
もに地域の安全や無病息災などを祈願（左・櫻
井令子宮司、右・祐策さん）　（19ページに関連記事） 

丹後町宮 

さくらい　   ゆうさく 

　
今
年
の
４
月
、
竹
野
神
社
（
丹
後
町
宮
）
の

「
禰
宜
」と
し
て
和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町
か
ら

帰
郷
し
た
櫻
井
祐
策
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　 　 

 

祐
策
さ
ん
は
丹
後
町
宮
で
生
ま
れ
、峰
山
高

等
学
校
を
卒
業
。皇
學
館
大
学（
三
重
県
伊
勢

市
）で
神
学
を
学
び
卒
業
後
は
、和
歌
山
県
の

那
智
勝
浦
町
の「
熊
野
那
智
大
社
」で
神
職
に

奉
仕
さ
れ
、
祈
祷
や
祭
事
な
ど
の
経
験
を
積

み
ま
し
た
。 

　「
昨
年
祖
母
が
他
界
し
、母
一
人
で
の
神
社

の
管
理
は
た
い
へ
ん
だ
と
思
っ
た
。
い
ろ
い

ろ
な
不
安
は
あ
る
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
丹
後

へ
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
決
心
し
た
」
と
帰
郷

の
き
っ
か
け
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
現
在
、
竹
野
神
社
の
櫻
井
令
子
宮
司
を
支

え
る
傍
ら
、道
の
駅
て
ん
き
て
ん
き
丹
後（
丹

後
町
竹
野
）で
、市
の
臨
時
職
員
と
し
て
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。 

　
祐
策
さ
ん
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

で
、
高
校
時
代
に
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
キ
ャ
プ

テ
ン
を
務
め
、和
歌
山
で
は
、フ
ッ
ト
サ
ル
チ

ー
ム
を
つ
く
る
な
ど
活
発
に
活
動
し
て
い
ま

し
た
。 

　
「
地
域
に
慣
れ
る
ま
で
は
た
い
へ
ん
で
す

が
、地
元
の
皆
さ
ま
に
助
け
て
い
た
だ
き
、ご

指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
を

担
う
竹
野
神
社
に

な
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。
那
智

大
社
は
常
に
人
が

来
て
い
た
が
、
竹

野
神
社
は
違
う
。

ま
ず
は
、
地
域
の

人
に
竹
野
神
社
を

知
っ
て
も
ら
い
、

人
が
集
ま
る
神
社

に
し
て
い
き
た
い
」

と
祐
策
さ
ん
は
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

ね 
 

ぎ 

特集 

き
と
う 

こ
う
が
っ
か
ん 

た
か
の 

市立竹野小学校 

136年の歴史に幕 

ひと ・人・ ヒト 
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〒
627-8567  京
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京
丹
後
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峰
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889

・ドクターヘリ運航開始 
・フォトグラフ ちりめん祭　ほか 

主な内容 

ま
も 




